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総会・第47回日本小児血液学会総会． 宇都宮,2005,11． 
152) 仲島大輔，山本詩子，福島啓太郎，奥谷真由子，佐藤雄也，坪井龍生，萩沢進，黒澤秀光，杉田憲一，江口光興：造

血幹細胞移植に合併したposterior reversible encephalopathy syndrpme (PRES)の2症例．第21回日本小児がん学会総会・

第47回日本小児血液学会総会． 宇都宮,2005,11． 
153) 斉藤正博，林泰秀，康勝好，福島敬，高橋浩之，太田節雄，真部淳，小原明，野口靖，菊地陽，矢部普正，杉田完爾，

生田孝一郎，杉田憲一，花田良二，土田昌宏：小児11q23転座型急性リンパ性白血病（ALL）第1寛解期移植による

治療成績の向上．第21回日本小児がん学会総会・第47回日本小児血液学会総会． 宇都宮,2005,11． 
154) 山本詩子，福島啓太郎，仲島大輔，宮本健志，坪井龍生，萩沢進，黒澤秀光，杉田憲一，江口光興：中枢神経浸潤を

きたした血球貪食性リンパ組織球症の乳児例．第105回日本小児科学会栃木県地方会．国分寺,2005,11． 
155) 三井昌彦，渡部功之，根岸正穂，今高城治，山内秀雄：感冒を契機に低血糖，意識障害，運動退行を呈し代謝異常症

が疑われた運動発達の遅れのある男児．第4回塩原セミナー．那須塩原,2005,12. 
156) 有阪治, 志村直人：被虐待児の行動について．第2回 学術フロンティア，壬生，2005,12. 
157) 新田晃久, 鈴村宏, 有阪治：無呼吸回復装置の試作および有用性の検討：感染防止対策の一環として．第50回日本未

熟児新生児学会学術集会，名古屋，2005,12.  
158) 鈴村宏, 新田晃久, 有阪治：出生時体重1500g未満児の低T4血症 単胎と多胎の比較．第50回日本未熟児新生児学

会学術集会，名古屋，2005,12. 
159) 志村直人, 金澤早苗, 小山さとみ, 小嶋恵美, 須藤泰代, 有阪治：高度な代謝異常を合併し, 治療に難渋した２型糖尿病

の女子例．第19回小児脂質研究会，沖縄，2005, 12 
160) 小嶋恵美，菅野普子，宮本健志，山﨑弦，沼田道生，金澤早苗，小山さとみ，志村直人，有阪治：小児肥満，乳幼児

期のBMI変動とメタボリック症候群との関係について．第19日本小児脂質研究会，沖縄，2005,12. 
161) 加納健一, 西倉潔, 有阪治：5.5 年間グルココルチコイド剤治療を受けずにネフローゼ症候群状態であり，骨粗鬆症を

きたした女子の１例．第23回小児代謝性骨疾患研究会，東京，2005,12. 
162) 吉原重美：β刺激薬．シンポジウム3；抗喘息薬の臨床薬理．第14回小児臨床薬理・アレルギー・免疫研究会，岐阜，

2005,12. 
163) 山田裕美, 吉原重美, 小野三佳, 阿部利夫, 有阪治：乳児喘息における痰中Creola bodyの意義．第33回獨協医学会，

壬生，2005,12. 
164) 松田隆子, 内田幸介, 小山徹也, 西山緑, 千種雄一, 今村武佳, 柳田修, 吉原重美, 本田幹彦, 田所望, 金子昇：本学にお

けるテュートリアル教育の学生評価法と今後の課題．第3報テュートリアル委員会，第33回獨協医学会，壬生，2005,12.  
165) 新田晃久, 鈴村宏, 有阪治：低出生体重児外科疾患症例の小児科管理，第97回東京小児外科研究会，東京，2005,12. 
 
「学位論文」 



坪井弥生，河口修子，今高城治，鈴村宏，山内秀雄：胎生期・周産期における脳障害の神経学的長期予後：てんかんの発

症とその要因．てんかん研究23：215-222，2005. 
 
「その他」 
1) 有阪治：県内完結型の充実した小児医療をめざして－  獨協医科大学とちぎ子ども医療センター．Pediatric Apis no. 3, 

2005. 
2) 有阪治：小児の肥満症．教育医事新聞 第238号，2005. 
3) 有阪治：Hospital report 獨協医科大学とちぎ子ども医療センター．病院経営雑誌244: 42-43,2005. 
4) 有阪治：ふるさと人国記－小児医療．桐生タイムス  2月12日, 2005. 
5) 加納健一：こどもの腎臓病（Vol. 20），リビングマロニエ，栃木リビング新聞社，662: 4,2005,2,5. 
6) 加納健一：こどもの腎臓病（Vol. 21），リビングマロニエ，栃木リビング新聞社，670: 10,2005,4,2. 
7) 加納健一：こどもの腎臓病（Vol. 22），リビングマロニエ，栃木リビング新聞社，679: 10,2005,6,11. 
8) 加納健一：こどもの腎臓病（Vol. 23），リビングマロニエ，栃木リビング新聞社，688: 13,2005,8,20. 
9) 加納健一：こどもの腎臓病（Vol. 24），リビングマロニエ，栃木リビング新聞社，692: 4,2005,9,17. 
10) 加納健一：こどもの腎臓病（Vol. 25），リビングマロニエ，栃木リビング新聞社，699: 4,2005,11,5. 
11) 加納健一：こどもの心と病気（Vol. 26），リビングマロニエ，栃木リビング新聞社，659: 10,2005,1,15. 
12) 加納健一：こどもの心と病気（Vol. 27），リビングマロニエ, 栃木リビング新聞社，666: 14,2005,3,5. 
13) 加納健一：こどもの心と病気（Vol. 28），リビングマロニエ，栃木リビング新聞社，675: 11,2005,5,14. 
14) 加納健一：こどもの心と病気（Vol. 29），リビングマロニエ，栃木リビング新聞社，682: 4,2005,7,2. 
15) 加納健一：こどもの心と病気（Vol. 30），リビングマロニエ，栃木リビング新聞社，694: 11,2005,10,1. 
16) 加納健一：こどもの心と病気（Vol. 31），リビングマロニエ，栃木リビング新聞社，703: 10,2005,12,3. 
17) 吉原重美, 山田裕美：アレルギー疾患に係わる胎内・胎外因子の同定に関する研究─ヒト気道上皮細胞におけるRSV

感染による遺伝子発現解析・気道リモデリング関連分子の検討─．平成16年度厚生労働省科学研究（免疫・アレルギ

ー疾患予防・治療研究事業）研究報告書，p150-152, 2005. 
18) 吉原重美：小児気管支喘息－最新の吸入治療戦略－．広島県小児科医会報， 40: 15-20, 2005. 
19) 吉原重美：小児難治喘息およびアレルギー疾患児のより良い医療をめざして．第21回日本小児難治喘息・アレルギー

疾患学会記念講演集，pp 3-10, 2005. 
20) 吉原重美, 海老澤元宏, 勝沼俊雄, 亀田誠：座談会「小児気管支喘息治療の今後の展開」 MEDICO 36: 113-128, 2005. 
21) 吉原重美, 赤澤晃, 松原知代, 勝沼俊雄：小児アレルギー疾患の現状と将来－よりよい治療戦略の追求 -『座談会』, 

Pediatric Allergy Clinicians 1: 9-15, 2005. 
22) 西間三馨, 森川昭廣, 吉原重美他33名：小児気管支喘息治療・管理ガイドライン2005，協和企画，2005. 
23) 海老沢元宏, 吉原重美他25名：食物等によるアナフィラキシー反応の原因物質（アレルゲン）の確定，予防・予知法

の確立に関する研究．平成16年度厚生労働省科学研究（免疫・アレルギー疾患予防・治療研究事業）研究報告書，pp4-6, 
2005. 

24) 山田裕美：シンポジウム・乳児喘息の病態－痰からのアプローチを中心に－．第 21回日本小児難治喘息・アレルギー

疾患学会講演集，45-47, 2005. 
25) 山田裕美, 吉原重美, 有阪治：乳児喘息の病態－痰からのアプローチを中心に－．第 21 回日本小児難治喘息・アレル

ギー疾患学会記念講演集，pp45-47,2005. 
 
小児外科  
「症例報告」 
1) 藤原利男，土岡丘，岩谷さおり，吉田竜二，砂川正勝：虫垂突起に陥入し排泄が困難であった消化管異物の１例．小

児外科 37: 983-985, 2005. 
2) 吉田竜二，藤原利男，土岡丘，岩谷さおり，砂川正勝：外傷性膵損傷と手術のタイミング．東京小児外科研究会雑誌 

35: 56-58, 2005. 
3) 岩谷さおり，藤原利男，土岡丘，吉田竜二，砂川正勝：気管（声門下）狭窄を合併した先天性食道閉鎖症の１例．東

京小児外科研究会誌 36: 1-3, 2005. 
 



「学会発表」 
1) 岩谷さおり，藤原利男，土岡丘，吉田竜二，砂川正勝：後腹膜窩ヘルニア．第16 回栃木県小児外科カンファレンス，

壬生，2005,3. 
2) 吉田竜二，藤原利男，土岡丘，岩谷さおり，砂川正勝：尿膜管遺残症について．栃木県小児外科カンファレンス，壬

生，2005,3. 
3) 岩谷さおり，藤原利男，土岡丘，吉田竜二，勝又大輔，砂川正勝：CCAM (先天性嚢胞性腺腫様肺奇形)の治療－手術

時期についての検討－．第 42回日本小児外科学会総会，千葉，2005,6. 
4) 岩谷さおり，藤原利男，土岡丘，吉田竜二，勝又大輔，砂川正勝：後腹膜ヘルニアの2例．第42回日本小児外科学会

総会，第42回日本小児外科学会総会，千葉，2005,6. 
5) 吉田竜二，藤原利男，土岡丘，岩谷さおり，勝又大輔，砂川正勝：尿膜管遺残症の治療経験：当科における30年間の

集計．第42回日本小児外科学会総会，第42回日本小児外科学会総会，千葉，2005,6. 
6) 岩谷さおり，藤原利男，土岡丘，吉田竜二，砂川勝正：先天性気管狭窄を伴ったC 型食道閉鎖症の一例．第 96 回東

京小児外科研究会，東京，2005,6. 
7) 勝又大輔，藤原利男，深町伸，吉田竜二，岩谷さおり，土岡丘，砂川正勝：腸重積で見つかった急性リンパ性白血病

の一例．第797回外科集談会，東京，2005,6. 
8) 岩谷さおり，藤原利男，土岡丘，吉田竜二，砂川正勝：後腹膜窩ヘルニアの一例．第41回日本小児放射線学会，高松，

2005,6. 
9) 土岡丘，藤原利男，砂川正勝：中心静脈栄養と肝障害およびその対策．第30回日本外科系連合学術集会，東京，2005,6.   
10) 吉田竜二，藤原利男，土岡丘，岩谷さおり，砂川正勝：非定型的な経過をとった潰瘍性大腸炎の一例．第32回日本小

児内視鏡研究会，盛岡，2005,7. 
11) 吉田竜二，藤原利男，深町伸，岩谷さおり，土岡丘，砂川正勝：空腸閉鎖と片肺無形成を伴った一例．第105回日本

小児科学会栃木県地方会，宇都宮，2005,7. 
12) 吉田竜二，藤原利男，土岡丘，岩谷さおり，砂川正勝：尿膜管遺残症の治療経験．第14回日本小児泌尿器科学会総会，

福岡，2005,7. 
13) 岩谷さおり，藤原利男，土岡丘，吉田竜二，砂川正勝：声門下狭窄を合併した先天性食道閉鎖症の１例．第41回日本

周産期・新生児医学会総会および学術集会，福岡，2005,7. 
14) 吉田竜二，藤原利男，土岡丘，岩谷さおり，砂川正勝：ヒルシュスプルング病患児に対する虐待防止への取り組み．

第16回日本小児外科QOL研究会，徳島，2005,8. 
15) 岩谷さおり，藤原利男，土岡丘，吉田竜二，砂川正勝：消化管穿孔後に発症した肥厚性幽門狭窄症．第17回栃木県小

児外科カンファレンス，壬生，2005,10. 
16) 岩谷さおり，藤原利男，土岡丘，吉田竜二，砂川正勝：先天性横隔膜ヘルニア手術時に虫垂切除は必要か？第40回日

本小児外科学会関東甲信越地方会，甲府，2005,10. 
17) 吉田竜二，藤原利男，土岡丘，岩谷さおり，砂川正勝：十二指腸閉鎖を合併した鎖肛の一例．第40回日本小児外科学

会関東甲信越地方会，甲府，2005,10. 
18) 藤原利男：小児の日常臨床でよく遭遇する小児外科疾患．第18 回栃木県こどもの成長を考えるフォーラム，宇都宮，

2005,11. 
19) 岩谷さおり，藤原利男，土岡丘，吉田竜二，薄井佳子，砂川正勝：後腹膜窩ヘルニアの一例．第1 回消化器癌治療フ

ォーム，宇都宮，2005,11. 
20) 吉田竜二，藤原利男，土岡丘，岩谷さおり，薄井佳子，砂川正勝，新田晃久，鈴村宏：超低出生体重児－先天性食道

閉鎖症GrossC型における胃瘻造設術の工夫．第97回東京小児外科研究会，東京，2005,12.  
 
放射線科 
「原著」 
Kuwashima S, Chikatsu H, Kono T, Fujioka M, Hagisawa S, Tsuboi T: Esophageal duplication cyst complication by Mycobacterium 
avium complex infection. Pediatr International 47: 592-594, 2005 
 
「学会発表」 
1) 桑島成子：小児特有疾患のMRI 撮影．第21回栃木MRI医学研究会，宇都宮，2005,9. 



2) 桑島成子：新生児の中枢神経奇形の画像診断．The 6th Annual symposium Japanese society for the advancement of women’s 
imaging(JSAWI) ，淡路，2005,9. 

 
口腔外科 
「学会発表」 
1) Asano K, Fujimoto Y, Shiromori M, Kanazawa Y, Imai S, Sasaki T, Imai Y：Secondary bone grafting of alveolar clefts using 

autogenous particulate cancellous bone and marrow harvested from iliac bone. 5th Congress of the International College for 
Maxillo-Facial-Surgery, Japan, 2005, 6. 

2) 麻野和宏, 藤本幸久, 城守美香, 金澤優美, 今井 哲, 佐々木忠昭, 今井 裕：顎裂部二次元的骨移植に対する臨床研究

-ＣＴ再構成画像による検討-. 第29回日本口蓋裂学会総会，東京，2005,5. 
3) 角田賀子, 澁澤富喜子, 城守美香, 川又 均, 佐々木忠昭, 今井 裕：口蓋裂を伴った22q11.2欠失症候群の1例. 第29

回日本口蓋裂学会総会，東京，2005,5. 
4) 越路千佳子, 土肥豊, 酒井英紀, 佐々木忠昭, 今井裕：両側唇顎口蓋裂を伴った 13 トリソミー症候群の一例. 第 29 回

日本口蓋裂学会総会，東京，2005,5. 
 
看護部 
「学会発表」 
1) 香取三奈：速乾性手指消毒剤の使用状況調査と今後の課題．第6回日本感染看護学会，大阪，2005,1. 
2) 菊池邦江，野口智子，高久敦子：当院におけるプリセプターの役割と支援システムの検討－プリセプターに意識調査

をおこなって－．平成 1６年度 とちぎ小児研究会 第2回 研究会，宇都宮，2005,2. 
3) 石川美知子：当院の褥瘡対策の現状と評価－リンクナースの活動結果から－．第７回日本褥瘡学会，横浜， 2005,8. 
4) 中村友美，直井厚子，長左知子，桜木由緒，臼井千貴，高山友子，手塚純子，石川美知子：悪性疾患で入院する学童

期患児の食生活の検討．第３回日本小児がん看護研究会，宇都宮，2005,11. 
5) 竹山尚子，和久井大輔，所智恵，肥後佳苗，伏木正美，粂川久美子，高山友子，石川美知子：急性リンパ性白血病の

クリニカルパス作成と評価．第３回日本小児がん看護研究会，宇都宮，2005,11. 
6) 竹沢恵美子，飯野陽子，石塚薫，塩田公恵，鈴木裕子，高山友子，石川美知子：児の倫理的視点から抑制を考える．

第３回日本小児がん看護研究会，宇都宮，2005,11. 
7) 香取三奈，大島里枝，高野祥代，伊佐野知美，高山友子，石川美知子：院内学級の教師と連携した記録用紙の作成．

第３回日本小児がん看護研究会，宇都宮，2005,11. 
8) 肥後佳苗：面会終了時に納得し別れることの有用性．院内5年目研修，壬生，2005,12. 
 
 


